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野城智也 

 

欠席が続き申し訳ありません。中間とりまとめ、視野広く問題提起されていると思います。と

りまとめに敬意を表します。概ね、これでよろしいとは思いますが、下記のように２点、コメン

トいたしますので、今後の議論のご参考にしていただければ幸いです。 

 

記 

 

コメント１ 民間事業者にとっての魅力向上 

｢② 民間投資の促進・インフラ整備｣の項に、以下のような趣旨の文を挿入する。 

｢規模の経済による効果を高めることによって民間投資を促すことを念頭に、PFIの事業規模を

現状よりも大型化させる。そのために、例えば同種のサービスを購入する複数の地方自治体が発

注連合体（コンソーシアム）を形成できるための法制度整備を進める。｣ 

 

コメント２ コンセッションについて 

｢コンセッション方式の導入を図る。また、コンセッション方式の導入を前提とし、公物管理

権の民間への部分開放を実施する。必要に応じて、ＰＦＩ制度において、既存の法制度の特例を

設ける。｣ は重要な記述でありますので、この一文を削除しないよう呉々もよろしくお願いし

ます。 

といいますのは、UR（都市再生機構）が保有・管理する公的賃貸住宅の再活用に、コンセッシ

ョン方式が適用できると思われるからです。URは７０万戸の賃貸住宅を管理する日本最大の大家

さんですが、バランスシートは決してゆとりがあるわけでなく、相当多数の既存住宅が今後投資

なきままに放置され、陳腐化劣化し、廃墟化していくリスクをかかえています。欧米の経験によ

れば、このような公的賃貸住宅の廃墟化は多大なコストを社会が負わねばならなくなるおそれが

あります。そこで、大学＋民間企業＋UR職員有志の自主的研究会を開催し、将来の空き家化リス

クの高い住宅団地群を対象に、コンセッション方式を導入して、コミュニティの持続性を実現す

る再生事業方式を、４年ほど前に構想しました。その構想資料を、ご参考までに別紙１資料とし

て添付させていただきます。この事業を展開することで、URの長期的財務の健全化、住宅団地コ

ミュニティの持続性向上が期待されるとともに、民間企業には大きなビジネスチャンスが生まれ

ます。２年前に、前政権の設置した規制改革会議の専門委員会でも、別紙資料を披露させていた

だきましたが、諸事情のために、総論賛成のまま実現化されないまま放置されている構想です。

中間とりまとめ の上記の記述が触媒になって、本構想が実現することを期待しています。 

 

以上 

別紙資料１ 

官民パートナーシップによる既存団地の再生賦活P研究会 

資料７ 
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